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１ はじめに

現在、第 3次人工知能ブームと呼ばれるようにブームと呼ばれるようにと呼ばれるように呼ばれるようにばれるようにAI$%の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心'()*+,-な勢いで進化している。その中心/いで進化している。その中心進3している。その研究開発は急速な勢いで進化している。その中心89
と呼ばれるようにな勢いで進化している。その中心るの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心:;<=>?@AープBーCンDEと呼ばれるように呼ばれるようにばれる$%で進化している。その中心あり、HIJK、L業NOPQRSTUV
Wな勢いで進化している。その中心XYZな勢いで進化している。その中心[\で進化している。その中心]Nされている。また、2019年 4bより一d:efされたgき方改革関連法の後押しijklmnの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心opし
もあり一般企業においてもAI$%u]Nした業務wx3yzL{|}の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心た~の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心YZな勢いで進化している。その中心取り組みがなされてりÄみ:な勢いで進化している。その中心されて
いる。

２ 業務効率化・生産性向上のためののためのAI技術の活用
業務wx3yzL{|}の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心た~にAI$%u]NÇること呼ばれるように+Ñ[実Nの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心Üにáしていると呼ばれるようにàâられる。ãに
定型業務に対してのしての研究開発は急速な勢いで進化している。その中心AI$%の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心]N+èにêëの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心íìîïもで進化している。その中心てき方改革関連法の後押しており、ñoさらにóò:ÇÇôで進化している。その中心いë
と呼ばれるようにàâられる。定型業務の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心wx3に+RPA、Chatbot、AI-OCRと呼ばれるように呼ばれるようにばれる$%:öëNいられる。
RPA+õOPúAQクyプOùスyûーRüーション†の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心°¢で進化している。その中心あり@スクワークuAIな勢いで進化している。その中心Xの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心$%u£â
た§•R¶ßアOPQR:®fÇるHI3$%で進化している。その中心ある。プODB©ンD™´の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心な勢いで進化している。その中心い¨ー≠で進化している。その中心あってもHI
3Ø∞u実現Çること呼ばれるように:で進化している。その中心き方改革関連法の後押しるた~êëの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心企業で進化している。その中心±Nされている。
Chatbot+ò≤された≥¥S会µに対してのして∂∑な勢いで進化している。その中心∏πuHI∫にªÇ$%で進化している。その中心あり、社ワークスアプリケーションズºΩæプ@スクSøス
¿¡ーサ√ーRで進化している。その中心]NÇること呼ばれるようににより¥いƒ≈∆対しての«業務の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心工»… :À能ブームと呼ばれるようにで進化している。その中心ある。
AI-OCR+ÃÕの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心OCRと呼ばれるようにŒœ–—な勢いで進化している。その中心“”|}u実現しているだ’で進化している。その中心な勢いで進化している。その中心ë、÷書8ÿらŸ⁄な勢いで進化している。その中心€‹の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心みの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心›
fiuÀ能ブームと呼ばれるようにと呼ばれるようにした$%で進化している。その中心ある。flの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心‡·?請求書、‰Â書な勢いで進化している。その中心XEÿらŸ⁄な勢いで進化している。その中心ÊÁの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心みu高“”にHI›fiÇ
ること呼ばれるように:À能ブームと呼ばれるようにで進化している。その中心あり、RPAと呼ばれるようにÄみƒ≈∆ること呼ばれるようにで進化している。その中心さらに業務wxu|}さ∆ること呼ばれるように:で進化している。その中心き方改革関連法の後押しる。
図 1. 図 2+実ÍにÎZ:)*した¥いƒ≈∆対しての«Chatbotおよび請求書読み取り請求書読み取りみ取り組みがなされてりAI-OCRの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心ÓÔで進化している。その中心ある。

　　　　図 1. ¥いƒ≈∆対しての«Chatbot

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2. 請求書読み取りみ取り組みがなされてりAI-OCR

これらの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心$%+óòにíìÇれば–—な勢いで進化している。その中心業務wx3u実現で進化している。その中心き方改革関連法の後押しる。一i、óòuíìさ∆るた~に+業務
•Oーの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心ÒÚÛSAIに=>さ∆る@ー¿の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心Ù£な勢いで進化している。その中心X:Ÿ⁄で進化している。その中心ある。

３ 大学業務でのAI技術の活用活用
ıˆした$%+一般企業の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心みな勢いで進化している。その中心ら˜–=業務の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心YZな勢いで進化している。その中心¯Ôで進化している。その中心も]NÀ能ブームと呼ばれるようにで進化している。その中心ある。一般企業と呼ばれるように˘Yに˙Qク
û•Aス業務の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心wx3、さらに+対しての˚∫な勢いで進化している。その中心€‹*¸の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心wx3な勢いで進化している。その中心Xも実現À能ブームと呼ばれるようにで進化している。その中心あろう。óòにおいてıˆ
の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心˛り業務•Oーの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心ÒÚÛ、@ー¿の研究開発は急速な勢いで進化している。その中心Ù£:Ÿ⁄な勢いで進化している。その中心こと呼ばれるように+ˇ意されたい。されたい。
また、教育ににAIu]Nしようと呼ばれるようにいう�みも+じまっており、それらの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心進�によりこれまで進化している。その中心以}にzL{:
高いサービスu	�で進化している。その中心き方改革関連法の後押しるようにな勢いで進化している。その中心るだろう。

４ おわりに
現時点のの研究開発は急速な勢いで進化している。その中心AI$%+*��}で進化している。その中心あり、人u��に�き方改革関連法の後押し�âる$%で進化している。その中心+まだな勢いで進化している。その中心い。AI:得意されたい。な勢いで進化している。その中心[\y‰Üに$
%u]Nし、人と呼ばれるようにAI:うまë��で進化している。その中心き方改革関連法の後押しるシスúムと呼ばれるようにuÚÛÇること呼ばれるようににより–—な勢いで進化している。その中心業務wx3yzL{|}:
実現されるだろう。
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学校名 

成果内外の学修成果の可視化を通した卒業時の質保証の取組 
 

松本大学松商短期大学部 

糸井重夫・忠地寿美礼・浜崎央 

 

１ 取組背景 

企業活動のグローバル化や少子高齢化の進展、AIやIoTの普及など、今日の日本社会を取り巻く環境

は大きく変化し、求められる“労働者の質”も多様化してきている。また、高等教育においても「知

識」の修得に加えて「能力」の向上・開発が重要と考えられ、「何ができるようになったのか」を本

人に認識させつつ“主体的”な学びを促し、修得した知識や技術・能力を活用して新たな価値を生み

出す、知識基盤社会における21世紀型市民の育成が求められている。 

２ 取組概要 

上記のような認識の下、本学では「ｅ-ポートフォリオ（学習ポートフォリオ）」や「ルーブリック」

による学修成果の可視化を通して、学生が自分の技術・能力の成長を把握しながら“主体的”に学修

を進める環境を整備し、卒業時に「ディプロマ・サプリメント」を発行することで、修得した技術・

能力を客観的に評価する仕組みを構築する取組を進めている。学生は、「コンピテンス配分表」を用

いて履修科目を決定し（Plan）、授業では「ｅ-ポートフォリオ（学習ポートフォリオ）を活用して学

修し（Do）、成績表や「ルーブリック」による学修成果の確認を通して（Check）、自身の改善を図り

つつ次学期の履修科目を決定する（Action）。また、本学の取組では、このようなPDCAサイクルを回

しながら学生が主体的に学修を進める環境を整備し、「ディプロマ・サプリメント」を通して学修成

果を社会に提示するとともに、本学の教育の質をより高めるために外部評価体制を構築する。加えて、

4学期制を導入することで、集中学修による知識の定着と能力（コンピテンス）の向上・開発を進める

とともに、多文化理解の観点から海外留学や長期インターンシップなどのプログラムを開発する。 

上記のような本学の取組に対して、AP（大学教育再生加速プログラム）補助期間の4年間は本学の取

組の準備期間であったが、報告ではこの4年間の実施状況について報告する。また、次年度以降の本取

組の実質化、すなわちアセスメント・プログラムの開発や「ルーブリック」の修正、評価体制の再検

討など、今後の本学の取組の方向性についても言及する。 
３ 学生の反応 

上記のように、AP補助期間では、学修支援システムの改修による“e－ラーニング”の導入やアクテ

ィブ・ラーニング等に対する評価基準の整備、集中して学ぶ環境を整備するための4学期制の導入やこ

れに伴う海外留学等のプログラム開発を行ったが、これらの取組の当事者である学生からの評価につ

いても報告する。特に、海外の学生との「ビデオ・エクスチャンジ・プログラム」を通して、グロー

バル対応力の基礎を育成しようとする本学の「Interactive English」に参加した学生から、アクティブ・

ラーニングの状況、能力向上の自己評価、主体的・能動的な学びへの発展等について報告する。 
４ 分析と評価 

本AP事業における取組の有効性を確認するための手段の1つとして、在学生、卒業生および企業を対

象としたアンケート調査を実施しており、その結果の分析および評価について報告する。アンケート

による調査目的は大きく2つあり、1つは「能力（コンピテンス）」についてであり、もう1つは「ディ

プロマ・サプリメント」についてである。「能力（コンピテンス）」に関しては、在学生の自己評価

に加えて、卒業生や企業（地域）において求められている「能力（コンピテンス）」を明確にするこ

とで、また「ディプロマ・サプリメント」に関しては、その有効性や活用方法について明確にするこ

とで、今後の本短大の方向性を探りたいと考えている。 
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